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研究成果の概要（和文）：明末天啓年間に、馮夢龍がそれ以前に単行本あるいは別の短篇小説集に含めて刊行されてい
た短篇小説を集め、そこに自作の作品を交えて出版した、それぞれ四十篇からなる口語の三つの短篇小説集「三言」‐
『古今小説（喩世明言）』、『警世通言』、『醒世恒言』‐につき、現在入手可能なテキストを比較校合して定本を作
成するとともに、そこに付されている批評を集成復元し、考えられうる最もよいテキストを作成した。
またその過程ででえた知見を論文として発表し、内外の各種学会で報告した。

研究成果の概要（英文）：At the end of Ming dynasty called the Tian-qi Era, Feng Meng-long published three 
collections of short stories written in colloquial style. They are called San-yan in general. It is compos
ed of Gu-jin Xiao-shuo(Yu-shi Ming-yan), Jing-shi Tong-yan and Xing-shi Heng-yan. We edited the standard t
exts of San-yan by comparing and examining all the extant texts and collecting and restoring all the criti
cisms .
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１． 研究開始当初の背景 
 
 馮夢龍の三言にはすでに多くの活字本が
出版されており、影印本も公刊されている。
しかし影印本はそれぞれただ一種の版本を
何度も異なる書肆が刊行したものにすぎず、
活字本もそれをそのまま活字に直したもの
にすぎない。三言には複数の、内容に異同を
伴った版本があるが、そのほとんどすべてが
天下の孤本であり、なおかつ閲覧の容易でな
い機関に蔵されている。このため、それらを
比較対照し定本を作成する作業はこれまで
なされてこなかった。また、それらの天頭に
付されている眉批などは、活字本作成に際し
無視され、研究の俎上に上ることはなかった。 
 
２．研究の目的 
 
 中国明代後期、天啓年間以降には多くの口
語の短篇小説集が刊行された。その代表的で
なおかつ最多の作品を集めたシリーズが馮夢
龍編集とされる「三言」である。「三言」は、
各40篇の短篇小説を収める『古今小説』、『警
世通言』、『醒世恒言』の総称で、これにやや
遅れ、同じく各40篇の作品を収める二つの小
説集「二拍」とともに、明末に出版された短
篇小説集の双璧をなしている。江戸時代の読
本に影響を与えた『今古奇観』は、この総計
200篇(実数は198篇)の作品から40篇を選んだ
選本であった。本研究は、現存する『古今小
説（再版時に『喩世明言』と改称した）』、『警
世通言』、『醒世恒言』の40巻本とその系列の
版本のすべてを校合し、馮夢龍の稿本ないし
は初版本に近いテキストを復元し、同時にそ
こに附されている批評のすべてを再現した、
最良の会校会評本を作成し、それを中国の出
版社から公刊し、内外の研究者ならびに一般
読者の閲覧に供しようとするものである。 
 
 ３．研究の方法 
 
 「三言」と総称される『古今小説』、『警

世通言』、『醒世恒言』の明末刊本ないし明末
刊清印本の信頼できる影印本ないし影照本（
WEB上に公開されているものはそれによる）
を収集し、それらを校合して第1次定本を作成
する。これには脚注ないし校記の形式で文字
の異動などを記しておく。この第1次定本の該
当箇所に、各種批評ならびに評点を附し、こ
れを最終定本とし、これを可能な限り最終定
本の文字に沿った形で活字化する（異体字、
俗字などの細かい相違も可能な限りそのまま
再現する。ただし出版社の都合により変更は
ありうる）。こうして出来上がった定本の巻頭
に、依拠した版本の所蔵機関の許可を得たう
えで、必要に応じ本文ないし挿絵の写真を冠
する。また、凡例ならびに各種版本の概況、
その相互の相違、本文ならびに挿絵の版木の
流れなどを記した解説をこれに附す(担当は
下記による。中国での出版を予定しているた

め、解説については廣澤・大塚分についても
中国語による)。以上の計画を可及的すみやか
に実施し、成果を中国の上海古籍出版社から
出版し、日中の研究者の研究に資するととも
に、中国の大方の読者の閲覧に供する。 
『古今小説』は立命館大学文学部准教授の

廣澤裕介が担当する。『古今小説』の定本作成
には以下の諸本を使用する。40巻40篇本とし
て、尊経閣文庫蔵本、独立行政法人国立公文
書館附属内閣文庫蔵天許斎蔵版本、法政大学
図書館蔵本（内閣文庫蔵本の同版不全本。た
だし内閣文庫蔵本より早印本であり、判読可
能な批評は内閣文庫本より多い)を、節略24巻
本としては、内閣文庫所蔵の『喩世明言(重刻
増補古今小説)』24篇中の21篇、並びに天理図
書館所蔵の『衍慶堂刊二刻増補警世通言』24
篇中の1篇。さらに北京大学図書館所蔵の残本
（3篇のみ）を使用する。 
『警世通言』は埼玉大学教養学部教授の大

塚秀高が担当する。『警世通言』の定本作成に
は以下の諸本を使用する。40巻40篇本として
は、東京大学東洋文化研究所倉石文庫所蔵の
金陵兼善堂刊本、名古屋市蓬左文庫所蔵の同
版後修本、早稲田大学図書館蔵本（兼善堂本
系統の、補刻葉を含む後期の刊本）、佐伯市立
教育委員会所蔵の清初刊本(兼善堂本と異版)
を、節略24巻本としては、内閣文庫所蔵の『
喩世明言(重刻増補古今小説)』24篇中の1篇、
並びに天理図書館所蔵の『衍慶堂刊二刻増補
警世通言』24篇中の23篇、東京大学東洋文化
研究所双紅堂文庫所蔵の明刊後修本『醒世恒
言』24篇中の1篇。 
『醒世恒言』は研究協力者で中国上海在住

の小説版本研究家・李金泉が担当する。李金
泉は大学に所属する研究者ではないが、余暇
のすべてを使って中国通俗小説の版本研究に
従っており、中国の『明清小説研究』などの
専門誌に複数の論文を発表している。そのな
かには『醒世恒言』関係の論文も含まれる(「
二十四巻本《醒世恒言》版本初探」など)。『
醒世恒言』の定本作成には、以下の諸本を使
用する。40巻40篇本としては、内閣文庫所蔵
の金陵葉敬池原刊本、並びにこの同版後修本
とされる天理図書館所蔵の金陵葉敬渓刊本、
東京大学東洋文化研究所などに蔵される清初
衍慶堂刊40篇本を、節略24巻本としては、内
閣文庫所蔵の『喩世明言(重刻増補古今小説)
』24篇中の2篇、並びに東京大学東洋文化研究
所双紅堂文庫所蔵の明刊後修本『醒世恒言』
24篇中の22篇。 
 
４．研究成果 
 
 大塚担当の『警世通言』については定本作
成を終え、中国の研究者李金泉も『醒世恒言』
の定本作成を終えていると聞く。ただ研究協
力者廣澤裕介担当の『今古小説（喩世明言）』
の定本作成が若干遅れている。三者が出揃っ
た段階で上海古籍出版社に入稿し、可及的速
やかに一括して「三言」の定本を出版するこ



とにしている。出版契約については李金泉に
一任しているが、完了していると聞く。 
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